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内
訳

　高齢者になっても、いつまでもいきいきと生活するための健康づくりを進める。

モックル介護予防体操を普及するために、中心となるリーダーを養成し、体操講師も地域に派遣する。
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　市オリジナル体操を製作し普及する。
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市オリジナルな介護予防体操を作成することで、高齢者が介護予防を身近に感じ、主体的に介護予防への取組みがで
きる。
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65歳以上の高齢者　30,579人（平成24年度末時点）

①「モックル介護予防体操」のリーダーを養成し、体操指導員を希望団体に派遣し普及する。②介護予防事業と連携し、
普及する。
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事業：介護予防支援事業                                

１．介護予防支援事業 

高齢者になってもいつまでもいきいきと暮らしていただき、介護が必要な状況になるのを予防するための事業を

行った。 

 

細事業：モックル体操普及推進事業                             

１．モックル体操普及推進事業 

高齢者にいつまでもいきいきと暮らしていただくために、ＮＰＯ法人河内長野市総合スポーツ振興会に委託し、

市オリジナルの「モックル介護予防体操」を作成した。この体操は、どこでも気軽におこなえるよう「立って」「椅

子に座って」「床の上で」「口の体操」の４種類を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【立って】            【椅子に座って】            【床の上で】 

 

 

 

（１）この体操を広く市民に普及するために 

 ①ＣＤ・ＤＶＤを作成し、おおむね 65歳以上の市民に解説図を添えて配布した。 

  ・ＣＤ配布枚数 ：333枚 

  ・ＤＶＤ配布枚数：1,010枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

②モックル介護予防体操リーダー養成講座を開催した。 

 ・講座数（2日間で１講座）：5講座 

 ・モックル介護予防体操リーダー数：86名 

   

③体操の指導を希望する団体へ講師を派遣した。 

・体操指導者派遣団体数        10団体 

  

 

ＣＤ・ＤＶＤ・解説図 

  

 


